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協会 発表者氏名 標榜科・職種 演 題

千葉 藤野　健正 歯科・歯科医師
「トラフェルミン（リグロス）」による歯周組
織再生医療（２）症例報告及び術式におけるポ
イント

大阪歯 矢部あづさ 歯科・歯科医師 CGFを用いた再生療法
三重 吉田　　正 歯科・歯科医師 CGF（prf）によるGBR

千葉 木島　峯雄 歯科・歯科医師 下顎切歯根尖部に腫瘍状硬化物が認められた１
症例

千葉 加藤　信夫 歯科・歯科医師 畑町ガーデン歯科検診10年間のデータ集計
東京歯 今西　祐介 歯科・歯科医師 それでも抜かないわけがある！2019

大阪歯 畑﨑　清孝 歯科・歯科医師 萌出異常を起こす可能性のある永久歯を救うた
めの、乳歯の抜歯・開窓処置の考察

東京歯 阿部　菜穂 歯科・歯科口腔外科・
小児歯科・歯科医師 保険導入から５年CAD/CAM冠

大阪歯 福原　　稔 歯科・歯科医師 歯科保健行動意欲を高めるミドリ理論を基にし
た半構造化インタビュー法の有用性

大阪歯 西川　眞二 歯科・歯科医師 口腔カンジダについてまとめてみた

大阪歯 池尻　良治 歯科・歯科医師 「噛み噛みフーフー」子供と同じ箸を使う、子
供と同じ茶碗を使う心配いりません

大阪歯 渡邉　充春 歯科・歯科医師
野宿生活者への歯科支援の15年　歯科相談・
保健指導と歯科診療、拠点診療所設立と街づく
り

千葉 大鐘　綾子 歯科衛生士 昨年１年間で当院が主催した勉強会の概要
長野 鶴岡　瑛司 歯科・歯科医師 来し方12年を振り返って
長野 林　　春二 歯科・歯科医師 医療人である前に社会人であれ
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大分 安東　俊介 歯科・歯科医師
石膏シリコーン連合印象法による下顎無歯顎高
度顎堤吸収症例における総義歯作製法（訪問診
療編）

愛知 天野　錦治 歯科・歯科医師
小中学校健診で不正咬合で「要検査」とされた
小中学生の矯正治療の保険収載の展望について
の考察

岐阜 髙木　千訓 歯科・歯科医師 顎機能障害患者が治癒した例～その３～
東京歯 横山　靖弘 歯科・歯科医師 訪問診療で効率的な義歯製作

大阪歯 木村　友美 歯科・歯科医師 咀嚼筋群過緊張の患者に対して摂食嚥下リハビ
リテーションを活用した新義歯作製の１症例

山口 南崎　信樹 歯科・歯科医師 スマホ型顕微鏡を用いた簡単歯周病導入法

長野 市川　　誠 歯科・歯科医師 変形性顎関節症の治療に「治療用複製義歯」を
使用した１症例

島根 石倉　信造 歯科口腔外科・
歯科医師

当科における歯科インプラント治療のメインテ
ナンス

千葉 佐々木脩浩 歯科・歯科医師 インプラント臨床における多血小板血漿
（PRP）を使用した骨再生症例

千葉 佐々木脩浩 歯科・歯科医師 歯科開業医の薬剤耐性菌に関する意識－千葉県
保険医協会のアンケート調査から

神奈川 久保田　守 歯科・歯科医師 抜歯即時インプラント埋入術の試み
神奈川 馬場　一郎 歯科・歯科医師 小児反対咬合へのアプローチ
愛知 福岡　　雅 歯科・歯科医師 不全感のない口腔機能発達不全症への対応
兵庫 大槻　榮人 歯科・歯科医師 歯の自家移植による咬合再建の臨床的検討

神奈川 小出　一久 歯科・歯科医師
厚生局開示データから読み取る「指導」の実施
状況の分析と考察　第三報　歯科における集団
的個別指導、個別指導、監査の都道府県実施率
の比較分析

第34回保団連医療研フォーラム

第２分科会　歯科診療の研究と工夫

10月13日日

開会式
16：00～16：30

グランキューブ大阪

過去・いま・未来 ～これからの医療をデザインする～

９：00～15：00

ポスターセッション

９：00～12：00

■第１分科会　医科診療の研究と工夫　　　■第２分科会　歯科診療の研究と工夫（下記に一覧）
■第３分科会　在宅医療、介護　　　　　　■第４分科会　医科歯科連携した研究と日常診療の工夫
■第５分科会　災害、公害、環境、職業病　■第６分科会　医学史、医療運動史、医療と裁判

分科会

13：15～16：00

●開業医がいきいきと働くために
 基調提案　「開業医がいきいきと働くためには～協会調査から見えてきたこと～」
 伊藤裕之氏（大阪府保険医協会理事）
 　　　　　「開業歯科医の働き方調査報告」冨本昌之氏（大阪府歯科保険医協会副理事長）
 コーディネーター　嶋田一郎氏（大阪府保険医協会地域医療対策部長）
 報告者　「へき地医療のやりがいと課題」森田裕司氏（和歌山県・古座川町国保明神診療所）
 　　　　「女性医師の立場から」細部千晴氏（保団連女性部担当理事）
 　　　　「患者さんに寄り添い、いきいきと働くために」竹田智雄氏（岐阜県保険医協会副会長）

●731部隊とは何だったのか　あらためて医の倫理を問う
 司会　武田勝文氏（大阪府保険医協会副理事長）
 コーディネーター　原文夫氏（15年戦争と日本の医学医療研究会事務局次長）
 シンポジスト　「15年戦争期における日本の医学犯罪が今日の医療倫理に対してもつ意味」
 土屋貴志氏（大阪市立大学大学院文学研究科准教授）
 　　　　　　　「最新の知見より：『731』遺跡発掘、留守名簿公開、京大による検証など」
 西山勝夫氏（滋賀医科大学名誉教授、15年戦争と日本の医学医療研究会事務局長）

●輝け！いのち 自分らしさを求めて…『LGBT』を知る
 座長・コーディネーター　宇都宮健弘氏（大阪府保険医協会副理事長）
 報告者　「性的マイノリティの人権課題と最近の動向について」日高庸晴氏（宝塚大学看護学部教授）
 　　　　「性同一性障害当事者として家族や社会との関わりについて～私の経験と見聞きしてきたこと～」
 山田美香氏（静岡県保険医協会副理事長）
 　　　　「LGBTを知る～日本社会の中でマイノリティであること～」
 東小雪氏（元タカラジェンヌ・LGBTアクティビスト）
 　　　　「LGBTが日常にもたらすもの～毎日の生活を必死に生きる患者さんたち～」
 清水聖保氏（大阪府保険医協会理事）

市民
公開

市民
公開

シンポジウム
19：30～21：00

ホテルNCB ２階 松の間（会場より徒歩５分）

レセプション

10月14日月・祝

❶13：00～15：00　大阪城の歴史散策
案内人：渡辺武氏（元・大阪城天守閣館長）
参加費：1,000円（入館料込み）　　定員：15人程度
■ 戦火の中の民衆を描いた「大坂夏の陣図屏風」の解説書『戦国
のゲルニカ』の著者であり、元・大阪城天守閣館長と、大坂の
陣ゆかりの地をめぐります。
❷12：00～14：00　落語家と行くなにわ探検クルーズ
案内人：落語家　　定員：40人（貸切）
参加費：4,000円（お弁当・お茶代込み）
■ 落語家さんの軽妙な案内で、水の都・大阪の街を川から探検す
る楽しい船の旅。

10月13日日

オプション企画（要事前申し込み）

16：35～17：15

「学校健診後治療調査」
全国共同調査結果発表

市民
公開

17：20～19：05

「医療エンタメとリスクヘッジ」
　海堂尊氏（医師・作家）

記念講演
市民
公開

大阪歯科協会会員＝4000円（通常8000円）
会員院所スタッフ＝500円
※一日のみ、両日の参加でも参加費は同じ
※レセプションは別途１万円
申し込みは TEL 06-6568-7731（歯科協会）

参加費


